
シンガポールにおける有名パティシエによる
スイーツレシピの調理デモ＆試食会
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令和８年１月
日本養鶏協会

令和７年度品目団体輸出力強化緊急支援事業



プロモーション活動の全体像

令和6年補正/令和7年当初 品目団体輸出力強化緊急支援事業

日本産「殻付卵」
 美味しさ（色調・風味）
 信頼性（安全・安心）

 機能性（起泡性・製菓適性）

日本産「卵加工品」
 日本独自の加工技術
 簡便性・調理行程の短縮

 メニューの高質化

殻付卵～加工品まで、JAPAN EGGの更なる普及と定着化をめざす

シンガポール

高級外食店対象
ミシュランシェフによる調理デモ

目的：業務用ルートへの普及

一般消費者対象
有名パティシエ・KOLセミナー

目的：SNSでの情報発信

「日本産鶏卵PR特設ウェブサイト」にてプロモーション情報を現地語にて発信

プロモーションイベント

BtoC BtoB
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プロモーション概要

内容

事業名 令和6年度補正予算
品目団体輸出力強化緊急支援事業鶏卵輸出促進関連業務

事業内容 シンガポール有名パティシエによるスイーツレシピの調理デモンストレーションおよ
び試食会

実施日 2025年11月29日（土）

現地対応者 日本養鶏協会/関口部長、キユーピータマゴ㈱/松永部長

開催形式 招待イベント方式

来場者 一般消費者・インフルエンサー

会場 At-Sunrice Global Chef Academy

来場者数 18名

実施内容 パティシエによる調理デモの披露、参加者によるハンズオン体験

使用鶏卵銘柄 八千代ポートリー・和森たまご（お土産として参加者へお渡し）

担当講師 NESUTO アリシア・ウォン
The Pantry Boy LLP（KOL）

代理店 FIT/FLYITFOR PTE. LTD.
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イベントテーマ：‘Crack into JAPANESE EGG MAGIC’

＜イベント当日スケジュール＞
13:00 会場入り、準備、シェフ・司会打合せ、リハーサル
13:45 順次受付

  14:00 BtoCプロモーションイベント開始
※イベントの流れ
①日本養鶏協会挨拶（関口部長）＋加工品説明（松永部長）
②日本産卵を使ったカスタード調理デモ（アリシア氏）
③シュークリーム・ハンズオン体験（参加者）              

  ④試食
⑤アンケート・お土産（日本産パック卵）配布

16:00 終了

2025年11月29日（土）

BtoCイベント 当日の流れ

At-Sunrice
GlobalChef Academy
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https://www.promojp-sg.com/tamago2022/


プロモーションイベント（BtoC）担当シェフ

The Pantry Boy /Daren Teo(ダレン・テオ)＜親しみやすい料理人からSNSの人気
者＞
シンガポールで人気を集めるフードインフルエンサー、ダレン・テオ。愛称
「The Pantry Boy」として知られる彼は、難しい料理を誰にでも作れる形にアレ
ンジし、温かみのある発信で多くのファンを惹きつけている。

The Pantry Boy /Daren Teo(ダレン・テオ)

Alicia Wong
(アリシア・ウオン)
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BtoCイベント 配布物（レシピリーフレット） 6／18



BtoCイベントの様子（11月29日/土）①

アリシア氏により、日本の卵の良さをデモンストレーション中で伝えられる。 参加者はそれを実感しながらシュークリームづくりを
体験。作ったシュークリームはその場で試食やお土産となった

シンガポールで今最も注目されるスイーツ店・NESUTOのオーナー、アリシア氏に
よる挨拶とデモンストレーションに見入る参加者の様子

日本養鶏協会・関口部長より、冒
頭の挨拶
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The Pantry Boyによる、温玉を
使った牛丼とカルボナーラの実演

半熟卵から流れ出る卵黄の色と味の
濃さに感動の声が聞かれた

濃厚な卵黄をしっかり感じるカルボ
ナーラパスタ

The Pantry Boyは持ち前の軽快な語り口とともに、牛丼・カルボナーラパスタに
独特のアレンジを加え、日本の卵の良さが伝えられた

イベント終了後、各参加者はSNS
上で、感動が次々に発信された

BtoCイベントの様子（11月29日/土）② 8／18



日本産鶏卵 特設サイトにて現地語で発信

特設サイトへ
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イベント時のSNS発信内容

NESUTOアリシア氏とともに登壇したThe Pantry Boyは日本産鶏卵を使った料理をインスタグラムで発信
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参加者アンケート結果（BtoCイベント）①

国

全員がシンガポール国籍

30～40台が約7割

6割が生食に期待を示す

年齢

日本産卵に期待する事は何ですか? 

料理に使われる卵について、どのような要素が、料理の価値を高め
ると思いますか？

飼料や飼養方法の差別化や鮮度の良さが料理へ
の付加価値につながるという意見が多い

このワークショップに参加する前、日本産卵にはどのようなイメージをお
持ちでしたか?

高い品質（美味しさ・安全性）に伴ない、価格も
高いというイメージがある
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参加者アンケート結果（BtoCイベント）②
鶏卵を購入する際、重視することは何ですか?（複数選択可）

価格、飼養環境、ブランド（産地）重要視される傾向

ワークショップの感想

参加者全員が良かった（満足）と回答

パティシエAliciaのデモンストレーションに関する感想をお聞かせ下さい 

参加者全員が満足と回答

参加者全員が満足と回答

The Pantry Boyのデモンストレーションに関する感想をお聞かせ
下さい 
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市場視察（Wet Market - Tekka Centre）

Tekka CentreはLittle India（インド人街）エリアにある市場で
生鮮品やあらゆる生活用品が揃う。鶏卵価格は非常にリーズナブルだが、

常温で販売されている（10個/2～3SGD）
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市場視察（明治屋/Cold Storage）

明治屋 日本産は他店より高価格の設定
（6個/12SGD～10個/16SGD）

三栄プレミアム（6個/10.8SGD）
藤野屋トレたま（6個/12.3SGD)

Cold Storage 藤橋屋姫路夢前農園・ふるさと自慢
（10個入り/7.2SGD）

藤野屋・はなたまご
（6個入り/7.2SGD）
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市場視察（FairPrice）

FairPrice Finest マレーシア産・標準パック卵
（10個入り/3～4SGD）

シンガポール産ケージフリー卵
（6個入り/3.99SGD）

FairPrice マレーシア産・特売パック卵
（10個入り/3.05SGD）

シンガポール産ケージフリー卵
（6個入り/4.15SGD）

15／18



市場視察（ISETAN/SHENSIONG）

SHENSIONG 庶民的な商品が目立つ。エンド積みの特売パック卵
（30個入り/5.9～7.9SGD）

三栄鶏卵「まんげつ」
（6個/9.8SGD）ISETAN オーガニック＋フリーレンジ（10個）

は12～15SGDの価格帯
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イベントの所感

【総括】

 イベントに参加のインフルエンサーは半熟たまごのしずる感や濃厚な卵黄の色など、料理の
「映え」をSNS上で思い思いに発信していた。SNSはインフルエンサー独自の価値観と切り
口でフォロワーへの強力なメッセージ性が期待でき、日本産鶏卵の価値を伝える手段として
は非常に効果的と感じた。

 The Pantry Boyは、日本食と日本の卵の組み合わせを、馴染みのあるメニューと半熟卵
を題材に独自のスタイルでアレンジし、日本産の卵と料理の美味しさを明快に表現した点
で優れていた。

 今後「半熟メニュー」の訴求を積極的に行うことで、一般消費者の食に関する潜在的欲求
を取り込み、日本産鶏卵のさらなる拡大につながる手応えを感じた。

 鶏卵の購入に際しては依然「生食」が出来ることを価値と受け止める傾向が強く、イベント
アンケートからも、そのような消費者層は必然的にブランドや産地に拘った結果、日本産を
選んでいると読み取れる（日本産ありきではない点が香港と異なる）。

 アリシア氏はスイーツの最先端トレンド収集を目的に、定期的に日本へ渡航するとのこと。
シンガポールにおいても日本はトレンドの注目先であることを改めて認識し、日本で話題の
卵料理やスイーツと組み合わせて日本産鶏卵を訴求することでより効果的なプロモーション
が可能になると感じた。

17／18



市場視察の所感

【パック卵の傾向】

 物価は上昇しているものの、鶏卵については店頭売価は昨年と大きな変動は見られない。
輸入依存度の高いシンガポールにおいては輸入品の供給状況により価格の安定性が左右
されるが、日本を含め海外の認定施設の増加も安定供給に寄与していると考えられる。

 スーパー店頭ではCertified HumaneなどのAW認証マークを付けたパック卵（ケージフリー
卵）が目立つようになってきたが、AWに対する消費者の意識は欧米ほど高くはない印象。

 低価格品はマレーシア産が中心。輸入品は日本産の他には欧州や豪州・ニュージーランド
（オーガニックなど）からの空輸に加え、タイ産もみられる。

 パッケージへシンガポール産謳いが増えていることから根強い国産志向があると思われる。一
方輸入品に対しては、日本産のみが人気というわけではなく、他国産も含め、消費者の価
値観（飼養方法、調理用途、価格、ブランド、栄養価など）に合わせて選ばれているとみら
れる。
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